講演「平成27年度第4回FDセミナー」　組織的な教員の能力開発　～愛媛大学の事例から～ by 小林 直人





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平成 27 年度第 4 回 FD セミナー 5
います。
　実は、SAはやはり学部学生の負担を高めて
しまうと、逆効果になります。我々が積極的に
導入しているのは、日本人に対する日本語教育
です。母語の運用能力と、それから留学生に対
する日本語教育と、それからスポーツと情報で
す。これらは結構学生に頼っています。特に今
スポーツは、実際には主に体育専修の，4年
生が1年生の授業をみてくれています。実際彼
らはいずれどこかの中学高校で体育の先生にな
るわけですよね。そのときに、特に就活を考え
て、私は学生に教えた経験がありますと堂々と
言いたいので、彼らはそういう経験を積みたい
んです。そういうニーズがあるところだと、や
はり上手くいきます。
　それから、SHDという大学院生が数学をみ
ているのもちゃんとWin-Winの関係になって
いて、数学科の修士の学生が代々、手伝って
くれています。それで後輩に受け継いでくれて
います。やはり彼らも先生になりたいからで
す。そのときに、実際の経験があると言えるの
は、大学院生の就活にとって非常にメリットに
なります。我々としては1年生の、特に数学の
不得意な学生の面倒を、マンパワーをかけてみ
てあげることができる理系数学のリメディアル、
補習クラスがあります。宿題をたくさん出して、
教員側からSHDに行けば数学の宿題を手伝っ
てもらえるとアナウンスしていると、SHDは
列になります。実際、それでリメディアルを受
講している学生達は他の学生達を追い越すよう
になります。それは数字で出ているので、やは
り担当してくれる学生にメリットがある仕組み
でないと、上手く走りません。それは彼らに
とっても大事なことだと思います。教えるとい
う経験以上に、目に見えるメリットがあるとい
うのは大事なことだと思います。それからもう
1つは、やらせっぱなしにしないで、枠組みは
きちんとこちらで管理することも必要なことか
と思っています。愛媛大学としてはそのくらい
の経験しかないんですが。
司会：ありがとうございました。最後に、本学
の学士課程機構長の寺西副学長より、一言ご挨
拶を賜りたいと思います。
寺西：今日は、愛媛大学から小林先生に来てい
ただきまして、大変有意義なご講演を賜ること
ができました。ありがとうございました。ま
た、今日には学外からもご参加をいただいた先
生方もいらっしゃるようで、本当に、遠い八王
子までありがとうございました。創価大学では、
先ほど小林先生からもお話がありましたが、昨
年からAP事業、大学教育再生加速化プログラ
ムに取り組んでいまして、そこには愛媛大学か
らのチームをお招きして既に2回研修会を行っ
ていただきました。創価大学が取り組んでい
るAP事業の最大の目的というのは、実際に研
修を受けていただいている先生方は自分自身が
成長しなければならないのかなと思って受けて
いらっしゃる方が多いと思うんですが、私たち
の本当の思いとしては、なんとかこの創価大学
の中に、今日お話いただいたように教員自身が
成長できる仕組み、あるいは学生が成長できる
仕組み、この仕組みを作りたいと思って、この
AP事業を今一生懸命取り組んでいるところで
ございます。愛媛大学の先生方には本当に大変
なご尽力をいただいてありがとうございます。
（終了）

